
水灯会（お施餓鬼法要）のご案内
拝啓 盛夏の候 貴家益々ご清祥の段お慶び申し上げます。

当院、例年通り水灯会（お施餓鬼法要）を厳修いたしますので、
すいとうえ

万障お繰り合わせの上 ご参詣下さいますようご案内申し上げます。

合掌

平成２５年 水灯会（お施餓鬼法要）
す い と う え

日時 ８月１９日（月）
午後 １時３０分 より

仏旗とは、仏教を象徴する旗で、お釈迦様の教えを守

り、仏の道を歩んでいく仏教徒のシンボルです。

当院もお盆期間中、掲揚しております。

青：仏さまの髪。心乱さず力強く生き抜く力 『定根』

黄：仏さまの顔。燦然と輝く揺ぎない性質 『金剛』

赤：仏さまの情熱。慈悲心で人々を救済する 『精進』

白：仏さまのお腹。潔白な心で煩悩を清める 『清浄』

樺：仏さまの身体を包む袈裟。耐えて怒らぬ 『忍辱』

『仏旗（ぶっき）』とは？

お施餓鬼とは、本尊に対してで

はなく、餓鬼（仏教でいう餓鬼道

に落ち苦しむ亡者）に施しをする

儀式です。 その意味で、すべ

ての生き物の生命を尊ぶことを教

えています。黄檗宗の中でも、密

教的な色合いが強いといわれ、導

師は印を結び、鈴や金剛杵を振っ

て様々な所作を行います。テンポ

が速い上に、木魚や香灯などの変

化に富んだ打ち合いも加わって、

法要の雰囲気は盛り上がります。

お施餓鬼とは？

黄檗宗 霊亀山

第二十五世住職 奥田啓知（智證）

副住職 奥田穂積（明勝）

き ゅ う と う い ん


